
３．基本方針 

 

（１）選択肢の提示に向けた基本的な姿勢 

 

以上のように、国内では、関係審議会等を中心に、原発への依存度低減の

シナリオや分散型エネルギーシステムへの転換を具体化するという共通の認

識の下で、活発な議論が行われている。 

 

これからは、原発への依存度低減や分散型システムへの移行を図ることを

共有しながら、更に一歩進めて、その際に乗り越えなければいけない論点を

明らかにし、その解決方法を探求し、解決方法とパッケージでどのシナリオ

が最も望ましいのかを検証すべきステージになる。 

 

このため、エネルギー・環境会議は、来春に予定している戦略の選択肢の

提示に向け、以下のような姿勢で臨む。 

 

① 「白紙からの見直し」という原点に立ち帰り、原子力のリスク管理に万全

を 

期するという姿勢で臨む 

 

エネルギー・環境戦略見直しの発端は、東京電力福島第一原子力発電所の

苛酷事故の発生にある。大きな方向性として共有されつつある原発への依存

度低減の具体的な姿を示す前提として、原子力のリスク管理が不可欠である。 

 

革新的エネルギー・環境戦略に関する選択肢を提示するに当たっては、ま

ずは白紙からの見直しの原点に立ち帰り、原子力のリスク管理に万全を期す

るという姿勢で臨む。 
 


